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研究の概要

１



研究１ 当事者へのアンケート調査

全国盲ろう者協会所属の会員（約１００アドレス）
及び各地の盲ろう者友の会（５０か所）、当事者
などが参加する各種メーリングリストなどでアン
ケートへの協力を呼びかけた。

結果、９４名から回答が得られ現在分析中であ
る。主な困りごととして、申請手続き自体のアク
セシビリティ、点字ディスプレイなどの故障に対
する支援などがあげられた。
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研究２ 市町村へのアンケート調査

（方法）

厚生労働省 調査・照会（一斉調査）システムを用
いて、全国１７４１市町村（東京23区含む。）に対し
Excelファイルで質問紙を送付した。

質問項目は、盲ろう児者が使用すると考えられる
日常生活用具の基準額、耐用年数、盲ろう児者に
対する支給実態及び支給基準の見直しの有無等
とした。

３



研究２ 市町村へのアンケート調査

（結果）

調査・照会（一斉調査）システムから質問紙ファイル
を開封した市町村数は１１１８（６４．２％）、うち回答
があったのは３３５（開封した市町村の３０．０％、市
町村全体の１９．２％）だった。

現在、回答結果について内容を精査し、有効回答
数及び結果の集計について実施している。

日常生活用具に関し、国に何らかの要望をしている
市町村もあるが、全体として実態調査への協力は
やや消極的な傾向がみられる。
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